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この度、親の会会長を努めさせていただくことになりました今村志穂です。よろしくお願いしま

す。

“先生の手助け”という主旨で始まった会ですが、状況の変化により、“会員同士の親睦、情

報交換、勉強会”を中心に活動する事となりました。

ここから少し私個人の話になりますが、私が“つぼみ”とであったのは、息子が小学校に入学

する少し前。N病院、A診療所、K学園すべての施設で「小学校に入学したら、療育の回数を減

らします。」と言われ、だったらどうしたら良いのだろう？どこで、息子の療育を？相談する友人

もおらず、情報もないまま途方にくれていた時、K幼稚園のことばの教室で手に入れたプリント

にあった“サポートセンターつぼみ”の文字でした。

提出期限を過ぎていたにもかかわらず、プリントをFAXし、折り返しの電話に従い面接に。そ

こには、眼光のするどい男性と、キリリとした女性の姿が。お２人の、本当に親身に話を聞いて

下さる姿、知識の豊富さに驚き、私はこの２人に、息子をお願いしようと決めました。

“つぼみ”に出会えた事。それは、とてもラッキーな事でした。

この経験で、私が感じた事は、悩みを分かち合える仲間がいない事。情報がない事。知識が

ない事。それは、自分自身が苦しむ事、そして我が子が苦しむ事なのだと。

そんな事が減るように・・・。

親の会の新しい趣旨 【会員同士の親睦、情報交換、勉強会】 を大切にしていきたいと思いま

す。

上記のような事ばかりでなく、日頃、我が子の心配が、先に立ち躊躇してしまいがちなバ

ス旅行、親の会で企画する小イベントなども、皆さんと楽しめたら良いなぁ。思っています。

行き届かない部分もあるかと思いますが、皆さんよろしくお願いいたします。



この度、親の会の副会長を努めさせていただくことになりました。矢川比佐美です。

我が子は臆病で自己決定ができない子でした。しかし、“つぼみ”に通って、かわりました！

いろんな体験・達成感を得ることにより、今では、自分の意志で行動するほど！子ども達は頑

張っています。親の私にも出来る事。微力ですが、がんばって努めさせていただきます。よろし

くお願いいたします。

今回、親の会の会計になりました三輪香英です。よろしくお願い致します。

サポートセンターつぼみにお世話になって２年半あまり、子どもだけではなく、親である私も、

たくさんのことを教えていただき、成長させていただきました。

そんな親同士が親睦を深め、ともに歩んでいく会として発足した親の会。その会の大切な会

費を預かる会計の仕事を、責任を持って務めたいと思います。

１班・・木村 尚子 ２班・・石野 代利子

３班・・藤井 智恵美 ４班・・柳澤 智加

よろしくお願い致します

岐阜市立岐阜特別支援学校 へ行ってきました

事務局長 浅野 尚美

菊池会長が１月１９日水曜日に岐阜特別支援学校の

ＰＴＡ開催の講演会にて、『卒業後に必要なこと！！』 をテーマで話をしました。

４つの事業所が２回ずつわけてグループ講演をしました。光陽福祉会がいいとか悪いとか・・・は

置いといて・・・もっともっと岐阜で光陽福祉会が周知されなくてはやりたいことができない！！と

思い知らされました。（笑） 光陽が岐阜の福祉を引っ張っていくところになっていかなければいけ

ないと心新たにしたいい機会となりました。



今年の干支は『うさぎ』ということで、背景はマーブリング、絵柄は、ステンシルで『うさぎ』を描きま
した。「あかいろのうさぎさんとあおいろのうさぎさんとどっちがいい？」と、２種類のハガキを見せる
と、「あかがいい!」「こっち」「黙ってハガキを指差す」など、表現の仕方は、さまざまですが、ほとん
どの子が、自分で色を選ぶことができました。

【マーブリング】
マーブリングは、水面に浮かぶ直径２㎝ほどの丸い紙の上に１滴だけ絵の具を垂らすのですが、
これがなかなか難しい。丸い紙を狙って、絵の具を落とそうとしても、水面の紙はユラユラと動く・・・
だいたい２、３滴は、的から外れて水の底へと沈み、少しスタッフが手を添えてようやく的に命
中！！つま楊枝で、その水をかき混ぜるとアラ不思議？！モヤモヤした模様になっていく。ハガキ
を水面と平行に落とし、ハガキが絵の具を吸って、端が丸まってくるまでしばらく待ちます。が、Mく
んは絵の具の水に指をつっこみ、Hくんは、浮いているハガキを上から押さえて→ハガキは水没。
宛名面まで、マーブリング模様になってしまった方、ごめんなさい。

【ステンシル】
スポンジに絵の具をつけて、ステンシルプレートのカットしてある部分を叩いて色をつけていきま
す。みんなが、プレートのうさぎの絵を注視し、ポンポンポンポン・・・と根気よく叩くことができました。
「せんせいできたよ！」と嬉しそうに見せてくれるSくん。プレートを見ると見事に青色になったうさぎ
さんがいました。でも、よ～く見ると、カットされている部分に色がついていないので、プレートの下
のハガキは真っ白・・・ 「ここのあなをポンポンしてね」ともう一度説明し、「ここだよ」「つぎはこっち
ね」と叩く場所を順番に指差していくと、「わかった！がんばる！」と、再度ポンポンし、プレートをめ
くってうさぎの絵が出来上がると「ヤッター」と大喜びでした。

ペンで目と鼻と口を描き、スタンプを押して完成！さまざまな表情の『うさぎの年賀状』ができまし
た。
私は、制作物を考える時、まず第一に子どもたちが、興味・関心をもって『つくりたい』と思ってくれ
るように。第２は、できる限り子どもたちの力で作れるように、と考えます。見本を作ってみて、作業
の工程を決めたり、扱いやすい材料を選んだり、どんな道具が使いやすいか考えます。でも、年齢
も発達も違い、得意な事、苦手な事が違う子ども達、来所から6：00までの限られた時間ということも
あり、スタッフの援助が必要なこともあります。でも、たとえ１つでも2つでも自分だけの力で頑張れる
事があったり、前回と比べて出来ることが増えていけばいいなぁ、と思います。

Yちゃんは、制作が苦手で以前は「やりたくない」と途中で投げ出してしまう事がありましたが、今
では最後まで諦めずに取りくみ「できた！」と喜びを表してくれます。

Gくんは、はさみの持ち方・動かし方がとてもスムーズになりました。
つぼみでは色々な道具を使います。最初は、スタッフの援助が必要だった作業が、経験を重ねて、
一人でできるようになれば、きっと子ども達の喜びや自信となり、日常生活にも役に立つことがある
のではないかと思います。『継続は力なり』ですよね。
つぼみでの制作を１人でできてしまう子もいれば、1つ、2つの工程しかできない子もいます。でも、
どの子も作り終えた後の表情はとっても晴れやか！「ぼく・わたしがつくったのよ～」とお家に自慢
げに持ち帰ったら、家族みんなで褒めて認めてあげて下さい。きっと、その喜びが自信となって、
次への意欲へと繋がっていくのだと思います。



昨年の１０月から始まった中高生の部のハンドベルでは、１２月に入って「クリスマス会で小学部

に演奏のプレゼント」を実現するための練習を始めました。回数を重ねるにつれて、それぞれの担

当が明確になり、確実に上達してきました。これならいける、と思う反面、大きな不安もありました。

クリスマス会の中高生の参加者は１０名。その中で練習を重ねてきたメンバーは、たったの４名です。

クリスマス会当日「今日はクリスマス会」との思いで来所して来ると、「はいっ」とハンドベルを渡さ

れて、初めてハンドベルに参加の子は「え？何が始まるの？」と戸惑いを見せていました。「赤鼻の

トナカイ」に合わせて、二種類の響きのそりの鈴の音を、ベルで表現します。色分けした歌詞や職

員の合図と自分の耳を頼りに、音を鳴らすところと鳴らさないところを各自がしっかり守ること。指示

を理解し、正しく行えば演奏できる内容ですが、もしルールを守らなければ濁った音になってしま

います。

さすが中高生の部のメンバー達でした。短時間で指示されたことを把握して、きれいな音が響き

ました。二種類の和音が交互に鳴ります。曲のまんなかの、メロディーを奏でる部分も一生懸命指

揮を見て、少しゆっくりだけれど正確にメロディーが流れてきます。いきなりの練習でついて来た子

たちの集中力と頑張りは素晴らしかったです。それまでに毎回練習してきたメンバーも、当日は底

力を発揮してくれました。担当したベルは一個だけれど、頻繁な出番を一つも間違えず演奏できた

Ａ君。ベルを２個担当し、本番ぎりぎりまで右手と左手の演奏順に不安があったのに、本番には集

中して間違えなかったＢ君。普段の練習ではテンポを無視してメロディーが走ってしまっていたの

に、テンポに合わせて難しいところを演奏できたＣ君。そして、キーボードを担当し、安定したベー

スを弾いて皆のベルの音を支えたり、メロディーを聴きながら別のパートを合わせて弾いてくれて頼

もしかったＤ君。皆、練習がちゃんと積み重なっていました。このメンバーが支えてくれたうえに、当

日ぶっつけ参加のみんなの集中力があって、数回練習するうちに演奏がどんどんまとまっていきま

した。

発表のとき、小学生のお友達が部屋へ入って来ると中高生に緊張した雰囲気が漂いました。でも、

いざ演奏が始まると、小学生が一緒に歌い始め、もっと聴きたくて「アンコール！」の声が。小学部

の大合唱とのコラボレーションでもう一度演奏し、皆が一つになった楽しいひとときを過ごしました。

中高生のみんなの顔は、とっても誇らしそうでした。みんながやる気になったときの集中力はすご

い！

この力をこれからも上手に引き出して療育に生かしていかなくては、と改めて思う出来事でした。




